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し
ま
だ
元
気
市

し
ま
だ
元
気
市

4月27日（日）
9時～12時30分

㈱まちづくり島田
TEL：0547-33-1550

※元気市への出店を希望される方は
　下記へ問い合わせください。

３
月

令和７年3月２１日～令和７年4月２０日

２6日（水） 金融審査会
31日（月） 通常議員総会

1５日（火） 女性部総会
１７日（木） 新社会人・若手社員のための
 ビジネスマナー講習会
 青年部総会

会議所カレンダー

専門相談のご案内
島田商工会議所では、皆様のお悩みを解決する
ために専門家との相談会を実施しています。

相談内容 日　時 相談員

4月 22日（火） 13時～16時

4月   8日（火） 14時～16時

中小企業診断士　杉山毅氏

（一社）静岡県発明協会　担当者

静岡県事業承継・引継ぎ支援センター　担当者

㈱日本政策金融公庫静岡支店　担当者

4月   9日（水） 13時～17時
4月 23日（水） 13時～17時

東京海上日動火災保険㈱静岡支店静岡中部支社　担当者
損害保険ジャパン㈱静岡支店島田支社　担当者

4月 21日（月）
 13時30分～16時

4月 17日（木）   9時～16時

問い合わせ：中小企業相談所

金 融

事業継続力強化

経　　　　　営

発 明・特 許

事 業 承 継

相談無料・秘密厳守・予約制

※会場：島田商工会議所

４
月

おび通り北側

日時

会場

〇左のQRコードを読み取って登録！
〇LINEの「友だち追加」から左のIDを入力、
　検索して追加

LINE公式アカウント始めました！LINE公式アカウント始めました！
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染谷市長より要望の回答を受け取る大久保会頭染谷市長より要望の回答を受け取る大久保会頭

【
特
集
】令
和
７
年
度
市
行
政
に
関
す
る
要
望
の
回
答

令
和
７
年
度
市
行
政
に

 

関
す
る
要
望
の
回
答
を
受
領

　

当
所
よ
り
昨
年
10
月
に
提
出
し
た
「
令
和
７
年

度
島
田
市
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」
に
対
す
る
回

答
書
が
、
染
谷
市
長
か
ら
大
久
保
会
頭
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。　

　
当
所
で
は
、
今
後
も
地
域
経
済
の
諸
問
題
解
決

に
向
け
て
、
適
宜
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
回
は
、
９
項
目
13
本
提
出
し
た
要
望
の

中
か
ら
、
新
規
要
望
の
回
答
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
そ
の
他
の
要
望
及
び
回
答
に
つ
い
て
は
、
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
回
答
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
。

　
（
回　
答
）

　

本
市
で
は
、
充
実
し
た
子
育
て
環
境
や
豊
か
な

自
然
、
人
の
温
か
さ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な

ど
を
強
み
に
、
移
住
先
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
移
住
促
進
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
移
住
・
就
業
支
援
金
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
及
び
地
域
の
中
小

企
業
等
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
、
国

が
全
国
一
律
の
地
方
移
住
を
促
す
支
援
金
制
度
を

創
設
し
た
こ
と
に
伴
い
、本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

国
の
制
度
に
倣
い
、
国
及
び
県
か
ら
の
財
政
支
援

を
受
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京

圏
か
ら
の
移
住
者
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
移
住
者
の
移
住

元
は
、
県
外
の
う
ち
東
京
圏
が
約
38
％
、
東
京
圏

以
外
が
約
22
％
、
県
内
が
33
％
、
国
外
が
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
東
京
圏
が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
移
住
・
就
業
支
援
金
」
の
相
談

に
来
ら
れ
る
方
は
、
本
市
へ
の
移
住
を
決
定
し
た

後
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、

「
移
住
・
就
業
支
援
金
」
の
対
象
地
域
の
拡
大
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
魅
力
を
県
外
へ
積

極
的
に
伝
え
る
こ
と
や
「
移
住
・
就
業
支
援
金
」

な
ど
の
各
種
制
度
の
周
知
に
努
め
、
移
住
者
が
増

加
す
る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
古
住
宅
購
入
奨
励
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
や
人
口
流
動
、
移
住

者
の
増
加
を
目
指
す
施
策
と
し
て
、
重
要
な
制
度

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
令
和

７
年
度
は
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ-

０
総
合
支
援
事
業
の

総
仕
上
げ
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
の
耐
震

化
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
御
要
望
の
主
旨
は
十
分
に
理

解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
事
業
の
継
続

を
考
え
て
お
り
、
補
助
金
の
交
付
に
あ
た
っ
て
は

予
算
の
範
囲
内
で
最
大
の
効
果
を
図
る
執
行
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
（
回　
答
）

　

富
士
山
静
岡
空
港
の
国
際
便
の
回
復
が
追
い
風

と
な
り
、
今
後
、
需
要
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る

訪
日
外
国
人
旅
行
客
等
の
受
入
環
境
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
島
田
市
よ
う

こ
そ
し
ま
だ
へ
ウ
ェ
ル
カ
ム
事
業
」
と
し
て
、
外

国
人
観
光
客
等
の
受
入
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め

の
補
助
制
度
を
運
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
度
以
降
は
事
業
の
利
用
が
な
く
、
令
和
２
年

度
末
を
も
っ
て
補
助
制
度
を
廃
止
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　

新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
（
一
社
）
島
田
市

観
光
協
会
と
連
携
し
、
地
域
事
業
者
等
の
意
向
を

鑑
み
な
が
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
整
備
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
新
た
な
支
援
制
度
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
等
の
誘
客
に
あ

た
っ
て
は
、
受
入
環
境
の
整
備
を
進
め
る
だ
け
で

な
く
、
大
井
川
が
織
り
な
す
こ
こ
に
し
か
な
い
地

域
資
源
や
歴
史
・
文
化
資
源
を
売
り
と
し
て
、
観

光
協
会
は
も
と
よ
り
広
域
組
織
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
国
内
外
の
旅
行
博
等
へ
の
出
展
Ｐ
Ｒ
等
を
通

じ
て
、
旅
先
と
し
て
の
認
知
獲
得
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
を
高
め
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 　
（
回　
答
）

　

本
市
の
施
設
で
は
周
囲
の
方
の
ご
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提

に
、
蓋
つ
き
の
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
や
ケ
ー
ジ
に
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、庁
舎
外
で
は
、

リ
ー
ド
等
で
つ
な
ぎ
、
常
に
身
近
に
お
い
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
ペ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ポ
ー

ル
の
御
用
意
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ

ト
を
つ
な
い
だ
後
、
ご
主
人
が
不
在
と
な
っ
た
際

に
周
囲
の
方
へ
誤
っ
て
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
ペ
ッ
ト
等
動
物
同
伴
で
の
来
庁
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

観
光
施
設
等
に
お
い
て
は
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

を
設
置
し
て
い
る
施
設
（
川
根
温
泉
、
Ｋ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
Ｇ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ

ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
結
）
や
ペ
ッ
ト
連
れ
で

泊
ま
る
こ
と
が
出
来
る
車
中
泊
サ
イ
ト(

川

根
温
泉
、
１
９
３
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ 

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

食
事
が
で
き
る
場
所
な
ど
に
つ
い
て
、
大
井

川
周
辺
地
域
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
旅
す
る

大
井
川
」
に
お
い
て
、「
大
井
川
流
域
で
愛
犬

と
一
緒
に
お
出
か
け
し
た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
１
回
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
マ
ル

シ
ェ
型
イ
ベ
ン
ト
「
わ
ん
て
ら
す
」
を
開
催
し
て

お
り
、
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ペ
ッ

ト
用
ポ
ー
ル
及
び
カ
ー
ト
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
使

用
等
の
条
件
付
き
で
の
施
設
へ
の
入
場
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
一
方
、
ペ
ッ
ト
用
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
不

安
な
ど
の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

観
光
施
設
内
へ
の
ペ
ッ
ト
の
入
場
に
つ
い
て

は
、
食
品
取
扱
や
宿
泊
な
ど
に
係
る
衛
生
管
理
や

人
の
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
指
定
管
理
者
等
と
ペ
ッ
ト
用
ポ
ー
ル
の
設

置
及
び
条
件
付
き
で
の
ペ
ッ
ト
の
施
設
内
へ
の
入

場
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
ペ
ッ
ト
愛
好
家
の
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
、
引
き
続
き
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ペ
ッ
ト
に
優
し
い
」
と
い
う
特
徴
を
持
た
せ

た
ま
ち
づ
く
り
は
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
住
民
理
解
が
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、
補
助
制
度
を
創
設
す
る
前
に
、
ま
ず

は
住
民
理
解
に
努
め
る
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
優
先
度
を
つ
け

た
事
業
の
展
開
を
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、物
価
・

燃
料
費
高
騰
や
人
材
不
足
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
々
の
社
会
経

済
情
勢
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
制
度
の
必
要
性
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
回　
答
）

　

静
岡
県
島
田
土
木
事
務
所
か
ら
以
下
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

県
道
藤
枝
天
竜
線
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
地
元
と
意
思
疎
通
を
行

い
、
静
岡
県
島
田
土
木
事
務
所
に
お
い
て
事
業
を

進
め
て
お
り
、
笹
間
地
区
に
お
い
て
は
、
現
在
、

日
向
地
区
お
よ
び
竹
島
地
区
で
道
路
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

従
前
は
、
日
向
地
区
の
日
向
上
橋
周
辺
に
お
い

て
、
狭
い
幅
員
と
ク
ラ
ン
ク
状
の
道
路
線
形
の
た

め
、
大
型
観
光
バ
ス
の
通
行
が
困
難
で
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
進
め
て
い
る
整
備
に
よ
り
円
滑
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
狭
隘
箇
所
に
つ
い
て
も
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
一
層
の
整
備
促
進
を

行
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
安
全
な
通
行
の
確
保
に

向
け
県
へ
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1/23

定
住
人
口
の

　
増
加
対
策
に
つ
い
て

訪
日
観
光
客
を
取
り
込
む
た
め
の

　
環
境
整
備
に
係
る
助
成
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
創
設
に
つ
い
て

県
道
藤
枝
天
竜
線（
笹
間
地
区
）の

安
全
な
通
行
の
確
保
に
つ
い
て

愛
犬
家
が
多
い
島
田
市
に
お
け
る

公
共
施
設
の
入
場
制
限
の
緩
和
及
び

（
仮
称
）ペ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
店
舗

支
援
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
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川越火力発電所を見学する参加者川越火力発電所を見学する参加者

▲ゲストを交えた▲ゲストを交えた
　新年会の風景　新年会の風景

挨拶する奥尾会長▶︎挨拶する奥尾会長▶︎

▲挨拶する澤脇部会長▲挨拶する澤脇部会長▲YAMA氏とともに記念写真▲YAMA氏とともに記念写真

沖縄県スポーツ企画班との意見交換会の様子沖縄県スポーツ企画班との意見交換会の様子

▲YAMA氏のマジックを興味深そうに見る参加者▲YAMA氏のマジックを興味深そうに見る参加者

セミナーの様子セミナーの様子

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　

  

部
会
交
流
会
を
実
施

青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

女
性
部

〒420 0852 静岡県静岡市葵区紺屋町17 1  葵タワー13階
TEL：054 254 0281

島田商工会議所と共に
SDGsの啓発に取り組んでいます。

静岡支店　静岡中部支社

精密板金・製缶溶接

〒427 0103　静岡県島田市中河123 14
TEL.0547（38）3421　FAX.0547（38）2333
http://www.bellstar.co.jp

創業明治41年（1908）

運
輸
業
部
会　

　
沖
縄
視
察
研
修
会
を
実
施

１
月
例
会
・
新
年
会
を
開
催

　
青
年
部
（
会
長
奥
尾
卓
安 

島
田
防
災
設
備
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
１
月
例
会
・
新
年
会
を
大
井

神
社
宮
美
殿
で
開
催
し
た
。

　
例
会
で
は
、
奥
尾
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
各

委
員
長
が
、
今
後
の
担
当
事
業
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
共
に
、
事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
、
当
青
年
部
に
興
味
を
持
っ
た
９
人
の
ゲ

ス
ト
が
オ
ブ
ザ
ー
ブ
参
加
し
、
例
会
で
の
親
睦
・
交

流
を
通
じ
て
青
年
部
の
活
動
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
た
。

　
例
会
に
引
き
続
き
、
新
年
会
を
開
催
。
担
当
の
事

業
委
員
会
が
考
案
し
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
催
さ
れ
、
笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

政
策
提
言
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
政
策
提
言
セ
ミ
ナ
ー
を
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
で
開
催

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
委
員
会 

副
委
員
長　
高
橋
正
浩
氏
（
七
尾
商
工
会
議
所
青
年

部
）
を
講
師
に
迎
え
、
約
30
人
の
会
員
が
政
策
提
言

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
そ
も
そ
も
政
策
提
言
と
は
か
ら
始
ま
り
、
良
い
政

策
提
言
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
意
義
な
ど
に
つ
い

て
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
政
策
委
員
会
で
の
活
動
を
交
え
、

説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
青
年
部
で
も
、
平
成
29
年
度
よ
り
継
続
し
て
政

策
提
言
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
良
い
活

動
に
繋
が
る
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

島
田
市
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
と
の
交
流
会

　
女
性
部（
会
長
鈴
木
富
子 

㈱
寿
電
機
監
査
役
）は
、

会
員
親
睦
交
流
会
と
し
て
島
田
市
商
工
会
女
性
部
と

の
交
流
会
に
参
加
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、
三
重
県
の
川
越
火
力
発
電

所
お
よ
び
愛
知
県
の
中
電
ウ
イ
ン
グ
㈱
を
見
学
し

た
。

　
川
越
火
力
発
電
所
で
は
発
電
所
の
施
設
概
要
や
Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
発
電
の
国
内
動
向
の
ほ
か
、

展
示
物
を
見
な
が
ら
発
電
に
使
用
さ
れ
る
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
の
構
造
に
関
す
る
解
説
や
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
効
率
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
の
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
し
た
。

　
中
電
ウ
イ
ン
グ
㈱
で
は
、
障
が
い
者
の
従
業
員
の

た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
行
き
届
い
た
施
設
を
見
学

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
そ
こ
で
従
業
員
が
生
き
生
き

と
働
い
て
い
る
姿
に
触
れ
、
大
変
感
銘
を
う
け
た
。

　

電
力
に
対

す
る
見
識
を

深
め
る
と
共

に
、
心
温
ま

る
経
験
が
で

き
、
大
変
有

意
義
な
交
流

会
と
な
っ
た
。

2/13
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2/21
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サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
部
会
長
澤
脇
丈
博 

日
本
連
合
警
備
㈱
代
表
取
締
役
）
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中
止
が
続
い
て
い
た
部
会
交
流

会
を
開
催
し
た
。

　
交
流
会
に
は
、
33
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

久
々
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
場

は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
氏
を
お
招
き
し
、
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
マ
ジ
ッ
ク
は
、
単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
留
ま
ら
ず
、
参
加
者
同
士

の
会
話
を
促
進
し
、
普
段
交
流
の
少
な
い
事
業
所
同
士
で
も
自
然
に
会
話

が
弾
み
、
非
常
に
良
い
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め
、
事
業
所
の
発
展
に
繋
が
る
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

　

運
輸
業
部
会
（
部
会
長
鈴
木 

和
雅 

㈱
望
月
運
輸
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

沖
縄
県
の
観
光
施
策
・
観
光
施
設
の
視

察
を
目
的
と
し
て
視
察
研
修
会
を
実
施

し
た
。

　
視
察
で
は
、
沖
縄
県
庁
文
化
観
光
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
企
画
班
の

担
当
者
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
産

業
振
興
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い

た
。

　
現
在
、
沖
縄
県
で
は
熱
心
に
キ
ャ
ン

プ
誘
致
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２

月
に
行
わ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で

は
、国
内
12
球
団
中
９
球
団
が
訪
れ
る
。

　
こ
の
時
期
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
観
光
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る
沖

縄
県
だ
が
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
を
目

的
に
、
多
く
の
観
光
客
が
来
県
し
、
経

済
効
果
は
令
和
５
年
度
で
約
１
７
７
億

円
と
重
要
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
で
訪

れ
た
プ
ロ
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
、
Ｄ
Ｘ
を
フ
ル
活
用
し
、
離
島
の

子
供
た
ち
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
映
像

を
通
し
て
、
直
接
プ
ロ
選
手
の
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
な
ど

も
行
な
っ
て
い
る
。

　
視
察
参
加
者
は
、
沖
縄
県
の
地
域
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
・
活

動
に
感
心
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
た
。

　

２
日
目
に
訪
れ
た
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
と
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
は
、
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

間
近
で
見
る
プ
ロ
選
手
の
姿
に
ス
タ
ン

ド
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
首

里
城
や
国
際
通
り
で
は
、
外
国
人
観
光

客
が
多
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
対

応
な
ど
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
今
後
の
行
政
へ
の

要
望
活
動
に
活
か
せ
る
視
察
研
修
会
と

な
っ
た
。



7 6

TEL：0547 33 0103 定休日：火曜日
島田市柳町９－１２（おび通り）

季節の彩りで楽しむ創作和フレンチ

ル・シャン

和仏蘭西料理

繊繊 維維のの 力力 でで 未未 来来 をを つつ くく るる
ガガララスス繊繊維維・・炭炭素素繊繊維維・・アアララミミドド繊繊維維ななどどのの製製織織かからら複複合合材材ままでで

総務課　TEL 0547－37－7155 アクサ生命保険㈱　TEL 054－644－7835
〒426-0025　藤枝市藤枝4-7-16藤枝商工会議所3F

問い合わせ 引き受け保険会社

“商工会議所福祉共済制度”フォローアップ月間です
ベストウイズクラブ(※)では、5月・6月を「会員事業所フォローアップ月間」とし、会員事業所そして
経営者・従業員の皆さまへ寄り添い、全力でサポートします。
「現在の契約内容の確認をしたい」「保障の見直しをしたい」等のご相談は下記までお気軽にどうぞ。
「健康経営優良法人」認定のサポートもしています。
※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の
商工会議所及びアクサ生命保険㈱により運営されている組織です。

５月・６月はvol.313

共済アンテナ

事業所名 代表者名 所在地 産業分類 所属部会
平松鋼業㈱ 平松　由広 島田市南 2 丁目 造作材・合板・建築用組立材料製造業 建設業
花笑 藤永　有以 島田市幸町 花・植木小売業 商業
㈱ M&A センター 竹内　直樹 静岡市駿河区森下町 経営コンサルタント業 サービス業
Public　Promotion 日置　友哉 島田市中溝町 広告代理業 サービス業
きっさ風待 荒山　義彦 島田市岸町 飲食店 観光業
福島工務店 福島　養彦 島田市元島田 木造建築工事業 建設業
Craft　Town 牧沢　長門 島田市元島田 洋品雑貨・小間物小売業 商業
快眠ドライヘッドスパ　ReRe；Fine 達家　明美 島田市岸町 美容業 サービス業
酒井生花店 酒井　令子 島田市本通 6 丁目 生花小売業 商業
中野由香 中野　由香 藤枝市前島１丁目 生命保険媒介業 サービス業
bouncy 松浦　優子 島田市大草 その他教育学習支援業 サービス業
Hair Works Secret ☆　Base 松内　武矢 島田市三ツ合町 理容業 サービス業
㈱アンドパッソ 杉本　由美 静岡市葵区安東 インターネット付随サービス業 サービス業
グリーンライン静岡物流センター㈱ 渡辺　輝美 島田市南原 倉庫業 運輸業

［お知らせ］新会員のご紹介 敬称略・順不同
令和 6年 7月20日から令和 7年 1月8日の間に入会され、
掲載希望のあった事業所の方々をご紹介します。　

生徒と意見交換する講師生徒と意見交換する講師

①労働者負担
（失業等給付・
 育児休業給付の
 保険料率のみ）

②事業主負担
①＋②

雇用保険料率
失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

雇用保険
二事業
の保険料率

一般の事業 5.5/1,000 9/1,000 5.5/1,000 3.5/1,000 14.5/1,000

（令和６年度） 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

農林水産・清酒
製造の事業※ 6.5/1,000 10/1,000 6.5/1,000 3.5/1,000 16.5/1,000

（令和６年度） 7/1,000 10.5/1,000 7/1,000 3.5/1,000 17.5/1,000

建設の事業 6.5/1,000 11/1,000 6.5/1,000 4.5/1,000 17.5/1,000

（令和６年度） 7/1,000 11.5/1,000 7/1,000 4.5/1,000 18.5/1,000

令和７（2025）年４月１日から令和８（2026）年３月 31日までの雇用保険料率は以下の通りとなります。
• 失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに 5.5/1,000 に変更に

なります（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は 6.5/1,000 に変更になります。） 。
• 雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き 3.5/1,000 です（建設の事業は

4.5/1,000 です。）。

事業主・被保険者の
皆さまへ 人

財
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

島
田
商
業
高
校

「
地
元
企
業
と
語
る
会
」
へ

　
　
　
　
講
師
16
人
を
派
遣

　
島
田
商
業
高
校
の
「
地
元
企
業
と
語
る
会
」
は
、

生
徒
が
地
域
企
業
や
地
域
商
店
街
の
方
と
の
交
流
を

通
じ
、
様
々
な
職
業
観
や
人
生
観
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
。

　
当
日
は
一
年
生
が
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
生
徒
が
進
行
役
と
な
り
、
活
発
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
講
師
陣
の
中
に
島
田
商
業
高
校
の
卒
業
生
も
含
ま

れ
て
お
り
、
実
際
に
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
生
徒

た
ち
に
社
会
が
高
校
生
に
求
め
る
こ
と
や
仕
事
の
や

り
が
い
や
喜
び
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

話
し
た
。

　

今
後
も
当
所

と
し
て
、
次
世

代
を
担
う
若
者

た
ち
が
地
域
と

の
絆
を
深
め
、

成
長
に
繋
が
る

支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。
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令和７（2025）年度  雇用保険料率のご案内

※詳細は
　QR コードより
　ご確認下さい。

負担者

事業の
種類

＜令和７年度の雇用保険料率＞（太字は変更部分）

（枠内の下段は令和５年４月～令和７年３月の雇用保険料率）

※園芸サービス、牛馬
の育成、酪農、養鶏、
養豚、内水面養殖お
よび特定の船員を雇
用する事業について
は一般の事業の率が
適用されます。

　部下との関係性を
良くしたいと、良か
れと思ってやってい
ることが、実は関係
を悪くしているケー

スがあります。部下の声をしっかり受け止めたいと思えば思う
ほど、空回りしてしまうなどという現場の声も多く聞かれます。
　例えば、部下から「こんなことがあって本当に困りました」と
いう話を聞いたとします。その気持ちに寄り添うつもりで、即座
に「分かる」と言ってしまうことはないでしょうか。このような
反応が相手を理解する適切な対応と捉えてしまう人が多いのも
事実です。しかし、それは相手の気持ちではなく、相手の話を
聞いたときの「自分の気持ち」を示したものにほかなりません。
　自分の経験と、相手の話の内容が「同じような場面や状況」と
合致したときに「分かる」と表現するわけです。しかし、「同じ
ような」体験や出来事であっても、完全に「同じ」ということは
なく、それと同様に相手と 100％「同じ気持ち」には決してな
りません。その人その人が出合うことやそのとき感じる気持ちは、

一つとして「同じ」ものは存在しないのです。それにもかかわ
らず、いかにも全てを悟ったように「分かる」という表現を使
うことは、「分かったような」錯覚に陥ることを指します。
　相手との信頼関係が希薄な場合は、「本当に分かっているの
か？」と不信感を抱かれることにつながり逆効果になりますし、
反対に正確な内容をやりとりしていないにもかかわらず、お互い

「分かったような感覚」になってしまうのも問題です。本当の
理解が進まないと、根底のところで平行線をたどってしまいま
す。すると、「あれ、分かってもらえていなかった」と、どこ
かで相手との関係性に破綻が生じます。そうすると、きちんと
向き合ってもらえていなかったという不満から、反発心が生ま
れやすくなります。
　ですから、職場で安易に「分かる」という言葉を使わないこ
とが大切です。「どんな状況だったのか」と、相手の話を促す
ような言葉掛けでよく事情を聞き、具体的な対応を伝えること
が、本当の意味で相手の声に寄り添うことにつながります。

日本メンタルアップ支援機構　代表理事
大野　萌子

「部下の声に寄り添う」


